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金、銀、プラチナなどの鉄より重い元素は主にｒ過程（速い中性子捕獲反応過程）によって合成されると考え
られている。ｒ過程元素は大質量星の爆発における中性子星からのニュートリノ風で合成されるという説が有力
である。しかし現在までの研究は、一部の例外を除き太陽系のｒ過程元素組成比を再現するのに十分なエントロ
ピーが得られないことを示している。また、銀河ハローの金属欠乏星の観測は、ｒ過程元素の起源が比較的低質
量の超新星であることを示唆している。
我々は、ｒ過程が主に 8から 10太陽質量星における ONeMg核の爆発によって起こるという仮説に基き、元
素合成の計算を行った。ONeMg核の爆発では中性子星からのニュートリノ風に比べると中性子過剰率が極めて
高いために、エントロピーが低いにも関わらず太陽系のｒ過程元素組成比の大半を再現することが可能であるこ
とが明らかになった。また、この仮説に基いて銀河ハローにおけるｒ過程元素の進化を計算した。その結果、金
属欠乏星の観測が示す [Eu/Fe]の遅い増加と極めて大きい分散をともに説明することができた。


